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書評 
『開港場・新潟からの報告』青柳正俊(著) 
（考古堂書店 2011年全 234ページ） 





















(1869年)から明治 12 年(1879 年)までをイギリス領事の目から観察し、本国へ報告したものを翻訳したもので、報
告は明治 12 年で終わっている。 
本書の概要は以下のとおりである。 
１ 開港場の始動 1869 年 
２ 開港初年の港の様相 1869 年 
３ 新潟港の可能性と限界 1870 年 
４ 港の発展を阻む実情 1872 年 
５ 越後の様子と停滞する港・１ 1874 年 
６ 越後の様子と停滞する港・２ 1875 年 
７ 発展したこと・変わらぬこと 1876 年 
８ 離港に際して 1877 年 
９ 開港 10 年目の現状 1878 年 
10 遠ざかる外国交易 1879 年 
訳者は、この期間を第 1 期：明治 2 年～3 年の新潟港の「試用期間」、第 2期：明治 4年～10 年の水深の問題から
交易の停滞、第 3 期：明治 11 年の清の飢饉により米の大量輸出で活気を取り戻し、第 4 期：明治 12年～18年で外
国人商人が徐々に減っていく時期に分けている。これらの翻訳の後に、この報告書が書かれた「舞台裏」が書かれ
ている。歴史に不案内な方は、後半の「舞台裏」から読むことをお勧めする。 
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3 新潟外国語学校は明治 7年に設立であるが、本書(p36)によれば、明治 2年には英語を教える学校が政府によって
作られている。 
4 長岡米穀取引所のことか。 
